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Ⅰ 消費者が求める安全・安心な食料の安定供給

Ⅱ マーケットインによる競争力と個性のある農業の持続的な発展

Ⅲ 農業・農村の多面的な機能の発揮

◯環境に配慮した農業を推進するため，「みやぎの環境に優しい農産物認証・表示制度」を適切に運用するとともに，家畜ふん尿の循環

利用推進体制整備，農業用廃プラスチックの回収・再生処理量

増加を促進。

◯県民一体となった地産地消の取組及び食育の取組を推進し，

県民に 対する食と農業に関する情報の発信を継続するとともに，

県民運動参加に 向けた気運の醸成を図り，地産地消の取組の

定着を推進。

◯宮城県の農業をリードするアグリビジネス経営体を育成するため，発展段階に応じたきめ細かいビジネス支援を展開。

◯新規就農者等の多様な担い手の確保に向け，公益社団法人みやぎ農業振興公社等関係機関との連携による就農相談体制の整備

及び宮城県農業大学校等における研修制度の充実を図り，就農環境を整備。

◯ほ場整備及び基幹的な用排水施設の整備を実施し，生産性の高い土地利用型農業の条件整備を推進。震災からの復興に向け，

農地や農業用施設を復旧。

◯水田を活用した土地利用型農業を推進するとともに，園芸については，重点振興品目を中心に生産，流通及び販売体制の強化に

よる競争力のある産地づくりを推進。

◯優良種雄牛を活用した肉質・肉量に優れた肉用牛生産体制の確立，優良種豚を活用した養豚経営の生産性向上及び安定化に取り

組みながら，平成29年に開催される第11回全国和牛能力共進会宮城大会に向けて和牛の改良を推進。

◯県内各地において，農地・水・環境の保全に向けた住民による協働活動が展開されるとともに，農林漁家レストラン・民宿，農産物直売

所等が着実に増え，都市住民と農村との交流の場が増加。

◯農村経済の活性化に寄与する６次産業化等の取組事例や農産物直売所の売上額が増加。

◯農村集落における下水道整備人口は，震災の影響により，下水道施設の被災やその利用者が集団移転の対象となったため減少。

Ⅳ 農村の経済的な発展と生活環境の整備

主な推進指標の目標達成状況
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【 復旧の進捗率】
（H28．6末現在）
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【 経営耕地面積規模別農業経営体数の増減率（宮城県） 】

宮城県 沿海市区町村 内陸市区町村

震災からの復興に向けた取組状況
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【 園芸産出額の推移（宮城県） 】

震災後の農業構造・農業生産の動向

（億円）

〔復旧対象面積：約13,000ha〕

〔復旧対象：47箇所〕

〔復旧対象面積：約178ha〕

〔復旧対象：188施設〕

◯ 経営耕地面積規模別に，平成27年と平成22年との農業経営体数の増減率を見ると，

平成27年は平成22年に比べて，経営耕地面積10ha以上の層で経営体数が増加。特に

沿海市区町村では，50ha以上の層が120％増加。（2015年農林業センサス結果の概要）

◯ 施設の復旧等に伴い，平成25年以降回復傾向にあるものの，平成22年産の水準

までには回復していない。（農林水産省：生産農業所得統計より）

◯38項目の推進指標のうち，約7割の26項目が達成率9割以上。うち20項目が中間目標を達成。

推進指標 単位
Ｈ２１
基準年

Ｈ２７
実績

Ｈ２７
中間目標

進捗率
（％）

評価

協働活動による農地等の保全面
積割合

％ 57.1 77.4 59.8 129 目標達成

主要な都市農山漁村交流拠点
施設の利用人口

万人 901 1,298 1,000 130 目標達成

推進指標 単位
Ｈ２１
基準年

Ｈ２７
実績

Ｈ２７
中間目標

進捗率
（％）

評価

園芸施設設置面積 ha 925 1,027 982 105 目標達成

水田における園芸作物の作付面
積

ha 2,774 3,340 2,980 112 目標達成

県種雄牛産子の子牛市場上場
頭数割合

％ 32 55 50 110 目標達成

推進指標 単位
Ｈ２１
基準年

Ｈ２７
実績

Ｈ２７
中間目標

進捗率
（％）

評価

アグリビジネス経営体数 経営体 71 100 105 95 ほぼ達成

年間新規就農者数 人 97 173 103 133 目標達成

水田ほ場整備面積 ha 71,620 75,940 74,500 102 目標達成

効率的・安定的農業経営を営む
担い手への農地利用集積率

％
60.7

（H20）
52 66 78 徐々に増加

推進指標 単位
Ｈ２１
基準年

Ｈ２７
実績

Ｈ２７
中間目標

進捗率
（％）

環境保全型農業取組面積 ha 21,857 26,595 45,000 59

学校給食の地場野菜等の利用
品目数の割合

％ 30.8 27.0 33.6 80
震災による風評もあり横ば
いから減少傾向。

評価

横ばいから減少傾向

推進指標 単位
Ｈ２１
基準年

Ｈ２７
実績

Ｈ２７
中間目標

進捗率
（％）

農産物直売所推定売上額 億円 69 103 85 121

農村集落における下水道整備人
口

人 86,429 80,757 92,189 88

評価

目標達成

震災による施設被災や集
団移転等に伴う減。


